
陶
淵
明
の

は
じ
め
に

「息」

字
と

「憩」

字
に

陶
淵
明
の

「
帰
去
来
今
辞
J

γ

」
斗

j

小、

現
在
臣
堵
し
得
る
資
料
に
お
い
て
、

れ
て
い
る
。

園
日
渉
以
成
趣

策内
扶雄
老設
以 苅
流常
態、@関

時
矯
首
部
退
観

閣
は
日
に
渉
り
て
以
て
趣
を
成
し

内
は
設
く
と
雄
も
而
る
に
常
に
関
ざ
せ
り

@
 

扶
老
を
策
き
て
以
て
流
憩
す

時
に
首
を
矯
、
げ
て
而
し
て
滋
観
す

つ
い
て

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

宇
賀
神

秀

「
流
態
」

と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ

(
全
六
十
句
)

「
流
憩
」

に
つ
い
て
、

例
え
ば
貌
正
申
氏
は
「
流
連
和
休
息
、
走
走
歌
歌
J

と
注
し
て
お
り
、

日
本
で
も
概
ね
同
じ
よ
う
な
解
釈
が
為
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
一
海
知
義
氏
は

「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
歩
き
回
っ
て
休
息

明
し
て
い
る
。

す
る
よ
」

と
し
、

る
こ
と
、
『
流
連
』
に
向
じ
。
『
憩
』
は
歩
み
を
と
め
て
休
憩
す
る
こ
と
よ
」

田
部
井
文
雄
・
上
回
武
氏
は

「
散
策
の
途
中
で
歩
み
を
止
め
る
。
『
流
』
は
目
的
を
定
め
ず
気
ま
ま
に
歩
き
回

に
関
す
る
従
来
の
指
摘
が
、

ま
た
、

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
懇
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神
)

と
説
明
し
て
い
る
。

孟
二
冬
氏
は

「
慢
歩
休
息

と
説

「
流
態
」

頁
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様
々
な
場
所
を
歩
き
回
り
つ
つ
、

そ
の
中
で
時
に

「
休
息
す
る
」

と
す
る
の
や
、

「
休
憩
す
る
こ
と
」

と
す
る
の
は
分
か
り
ゃ
す
い
見

解
で
あ
り
、

ま
ず
は
そ
の
方
向
で
理
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で

「
帰
去
来
今
辞
」

は
、
『
文
選
ょ
』

の
巻
四
十
五
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、

「
憩
」
字
に
対
し
て
五
庄
の
呂
延
済
は
ーー-，

3諮
Il午、

自
dじ」、

也
」
と
注
し
て
い
る
。

つ
ま
り

「
憩
」
字
と

「
白
山
」
字
は
義
と
し
て
互
い
に
通
じ
合
う
こ
と
が
分
か
る
。

本
稿
は
陶
潟
明
詩
文
に
み
え
る
類
似
し
た
義
を
有
す
る

「
怠
」
{
子
と

「
憩
」
字
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
胞
川
淵

明
詩
文
に
お
け
る

「
怠
」
字
と

「
憩
」
字
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、

そ
の
用
い
ら
れ
方
に
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
異
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
陶
淵
明
詩
文
に
お
け
る

「
息
」
字
と

「
憩
」
字
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
、

そ
の
上
で

「
帰
去
来
今
辞
」

σコ

「
部
い
」
{
子
に
つ

い
て
、

や
や
詳
し
く
考
察
を
加
え
た
い
。

一、

「
息
」
字
と

「
態
」
字
に
つ
い
て

ZU」
字
は
後
漢
の
許
慎
の

『
説
文
解
字
コ
』
巻
十
心
部
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
説
解
に

「自中、

[l出
也

と
あ
る
よ
う
に
呼
吸
を

意
味
し
て
い
る
。

段
玉
裁
は

「
端
也
。

口
部
日
、

端
、
疾
息
也
。

端
為
息
之
疾
者
、

祈
言
之
。

此
云
息
者
時
也
、

浮
言
之
。

人
之
気
急

日
[l出

計
百
息
。

引
伸
、
為
休
息
之
称
。

又
引
伸
為
生
長
之
称
。

引
伸
之
義
行
而
鼻
息
之
義
廃
失
」

と
注
し
て
お
り
、

急
速
な
呼
吸
を

「瑞」

と
し
、
緩
や
か
な
呼
吸
を
白血「

自
J己J

しー一

と
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら

「
休
息
」

の
義
が
派
生
し
、

ま
た
、

そ
れ
と
は
別
に

「生

長」

す
な
わ
ち
発
生
し
成
長
す
る
と
い
っ
た
義
が
生
じ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
『
説
文
』
と
向
じ
系
統
の
字
典
で
あ
る
梁
の
顧
野
王

。コ

『
玉
篇
』

で
は
、

「稿、

怠
也
J

と
あ
る
。
『
一
爾
雅
』
釈
詰
に
は

「
棲
・
遅
・
憩
・
休
・
苦
・
哨
・
熊
・
畑
、

白
山
也
」

と
あ
り
、
『
広

雅
』
で
は
釈
言
に

「自レ、

休
也

一「

自
d乙』、

返
也
」

と
見
え
、

釈
詰
で
は

「
息
、
安
也
」

と
見
え
る
。



「
態
」
字
は
『
説
文
解
字
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
古
い
資
料
と
し
て
は
先
に
挙
げ
た
『
爾
雅
』
の
一
例
の
ほ
か
、
三
日
経
』
に
一

例
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
『
詩
経
』
の
用
例
は
次
に
掲
げ
る
国
風
の
召
南
「
甘
裳
」
付
属
に
見
え
る
。

一
方
、

蔽
市
-1主
来

蔽
市
た
る
甘

敗ご業
な

つ
勿
れ

召勿
{白頭

完IT 勿
態、@敗

召弱
伯る
の勿
憩、@れ

し

所

(
全
三
章
、
第
二
章
、
章
三
句
)

「
憩
」
字
に
対
し
て
毛
伝
は

「
白
山
出
」

と
注
し
て
い
る
が
、

「
渇
」
字
の
俗
体
で
あ
る
と
看
倣
さ

相
台
本
向
。
院
校
、
案
恵
棟
云
、
説
文
無
憩
字
、

大
雅
民
労
経
皆
作
倍
、
憩
但
悔
之
俗
字
耳
、
釈
文
旧
有
誤
、
今
訂
正
」
と
述
べ
て

よ
小
川
柳
」
篇
や
大
雅
「
民
労
」
篇
と
同
じ
よ
う
に
、

「
憩
、
唐
石
経
、

1
1

九

三

丈

、

パd

ゴJ

↓ベ

該
勾
の

「
憩
」
{
子
は
、

し

ば
し
ば

れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

院
元
は
そ
の
校
勘
記
に
お
い
て
、

当
作
喝
。
今
考
釈
云
、
憩
本
又
作
情
。

雅
苑

拶n

お
り
、

「
甘
栄
」
篇
の

「
憩
」
字
を
古
く
は
小
雅
の

「
惰
」
字
に
作
っ
て
い
た
と
考

え
て
い
る
。

段
玉
裁
に
至
つ
て
は
、
『
毛
詩
故
一
訓
伝
ょ

c

』
で

「
懇
」
字
を

「
悔
」
{
子
に
改
め
て
い
る
。

彼
ら
の
考
え
る
よ
う
に
、

「
鵡
ご

J土予

カミ

「
協
」
字
の
俗
体
だ
と
す
れ
ば
、

部
に
は
「
態
、
息
出
」
と
見
ら
れ
、

「協」

字
に
つ
い
て
も
調
査
の
対
象
と
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

例
え
ば
、
『
玉
篇
』

σ〉
IL、

同
じ
心
部
に
取
ら
れ
る

「
倍
」
字
は

「
貧
羨
也
、

説
文
臼
、

怠
山
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、

俗
字
で
は

な
く
別
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
文
選
』
に
お
け
る

「
渇
」
字
の
用
例
は
、

巻
二
十
九
雑
詩
に
収
録
さ
れ
る
張
華
の

「
主
一
行

一一村」

二
首
其
一
に
一
例
あ
る
の
み
で
、

李
善
は
『
爾
雅
』

。〉

「
悔
、
食
也
」

を
引
く
。

そ
れ
に
対
し
て

「
憩
」
字
の
用
例
は
、

十
ヨ工
例

を
引
く
。

オ三-r皐

主芸

が
注
す
る
も

の

限
っ

て
見

詩て
み

謝れ
恵ば

連
の張

衡
び〉

「
忠
玄
賦
」

の

「
懇
」
字
に
対
し
て
李
善
は
『
一
爾
雅
』

土
寸
、
ュ
ロ
ニ
恥
市
川
ハ
ノ

ニコ円

H

R

り
ト
ム
恥
い

/υ

の

「
強
U

、

ほ
ど
見
ら
れ
、

ー
忠
也
」

部
霊
運
の

「
都
里
相
送
方
山
」

「
吃
湖
帰
出
楼
中
翫
月
」

於
承
明
作
与
士
龍
」

一一ー
首守、

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
憩
}
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

頁
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也
」
を
引
い
て
い
る
。

「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
由
阿
作
」

少
な
く
と
も
六
朝
期
に
あ
っ
て
、

陶
減
明
の

詩
、
顔
延
之
の

「
陶
徴
士
一
訴
」
井
序
な
ど
で
、

「
件
口
業
」
篇
に
注
さ
れ
た
毛
伝
の

「
息
」
字
に
通
じ
る
も
の
と
し
て

つ
ま
り
、
『
文
選
』

の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、

以
上 「

偶
」
字
よ
り
も
「
憩
」
字
の
方
が
普
通
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

字
の
訓
詰
に
関
す
る
古
い
資
料
を
通
じ
て
、

斗
J

匹、
淵
明
の

「
怠
」
字
と

「
息
」
字
と

二
、
潟
明
の

「闘い」

両
字
が
類
義
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

「
態
」
字
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

「
態
」
字
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は

「
憩
」
字
に
つ
い
て

淘
淵
明
詩
文
に
お
け
る

「
憩
」
{
子
の
用
例
は
都
合
五
例
を
数
え
る
。

「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
出
阿
作
'
一

詩
で
は
、

は
じ
め
に

を
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

弱
齢
寄
事
外

mu
委
懐
在
琴
書

被
褐
欣
自
得

似
屡
空
常
用
安
如

06 
宛時
轡来
憩、@荷

通冥
づ!日 ぷ斗
1怯i コミ

投
策
命
震
装

弱
齢
よ
り
事
外
に
寄
せ

懐
を
委
ぬ
る
は
突
っ
書
に
在
り

褐
を
被
り
て
欣
び
自
得
し

屡
し
ば
空
し
き
も
常
に
委
如
た
り

時
来
た
り
て
荷
し
く
も
冥
会
せ
ば

@
 

轡
を
宛
げ
て
通
徒
に
懇
わ
ん
と
す

策
を
投
げ
て
震
装
を
命
じ

四
頁

憩

自
IlムA、

次
に
陶

「
甜
い
」
{
子



ω
∞
暫
与
園
田
疎

日少
H少
孤
舟
逝

10 
豚
!孫
帰
国
ぺ~、

好

我
行
量
不
遥

ロ
登
降
千
里
総

昌
俊
川
途
異

リ
け
心
念
山
沢
居

望
倍
一
宮
慰
高
鳥

6
海
水
鬼
存
~
到
、

1
2
1
n
μ
'
h
M
-
-

，ノ，
J
q
z
t
、V
J唱し
ν

イ
t

真
想
初
在
襟

同
誰
謂
形
遊
拘

20 
終期[l
反立
斑窓
生 化
麗遷

暫
く
間
四
回
と
疎
な
り

砂
砂
と
し
て
孤
舟
逝
き

勝
豚
と
し
て
帰
忠
好
わ
る

た
ミ
一
7

1
寸
よ
ハ
M

ノイ
l

宣
に
遥
か
な
ら
ざ
ん
や

登
り
降
る
こ
と
千
里
絵

目
は
川
途
の
異
な
れ
る
に
倦
み

心
は
山
沢
の
居
を
念
う

雲
を
望
み
て
高
鳥
に
慰
じ

水
に
臨
み
て
済
魚
に
塊
ず

真

想

初

め

よ

り

襟

に

在

り

誰
か
謂
わ
ん

形
迩
に
拘
せ
ら
る
と

籾
か
且
つ
化
遷
に
怒
る
も

終
に
は
斑
生
の
慮
に
反
ら
ん

福
永
光
司
氏
は
本
詩
の
第
六
匂
に
つ
い
て
、

「
貧
窮
飢
餓
を
理
由
と
す
る
上
述
の
彼
の
弁
解
と
は
や
や
異
な
っ
た
響
を
も
っ
て
お
り
、

こ
の
赴
任
の
時
節
の
到
来
と
し
て
ひ
そ
か
に
期
待
す
る
語
気
、

現
実
社
会
へ
の
積
極
的
な
参
入
を
人
生
の
広
場
へ
の
自
己
解
放
と
し
て

と
述
べ
て
い
る
。

同
村
繁
氏
は

「
『
時
期
が
到
来
し
て
、

い
さ
さ
か
機
縁
に
め
ぐ
り
合

こ
の
『
轡
を
宛
ね
て
通
街

っ
た
の
で
、

安
堵
す
る
気
持
さ
え
感
じ
ら
れ
る
こ
一
」

ま
た
、

手
綱
を
ま
る
め
て
宮
仕
え
の
道
に
し
ば
し
の
休
息
を
取
る
こ
と
と
し
た
』
と
い
っ
て
い
る
が
、

陶
淵
明
の
「
患
」
{
子
と
「
憩
」
{
子
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

五
一
員
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に
憩
わ
ん
』
と
い
う
ニ
一
一
口
い
か
た
か
ら
、

誰
し
も
直
ち
に
感
じ
取
る
で
あ
ろ
う
彼
の
職
務
に
対
す
る
取
り
組
み
の
甘
さ
で
あ
る
こ
J

と
述

べ
て
い
る
。
福
永
氏
の
見
解
は
立
身
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
淵
明
の
仕
官
に
つ
い
て
、

お
り
、
淵
明
の
仕
官
を
積
極
的
な
態
度
と
し
て
考
え
て
い
る
。

「
甜
?
フ
」

「
自
己
解
放
」

こ
と
を

と
し
て

そ
の
一
方
で
同
村
氏
は
こ
の
句
を
取
り
上
げ
て
淵
明
の

「
彼
の
職
務
に

対
す
る
取
り
組
み
の
甘
さ
」

と
し
て
お
り
、

「
憩
」
字
に
は
仕
官
に
対
す
る
消
極
的
態
度
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
確
か

い
つ
か
清
廉
な
庵
に
帰
る
決
意
を
う
た
っ
て
お
り
、
官
界
を
自
己
の
定
在
す
べ

に
撚
明
は
本
詩
の
末
尾
に
、

自
己
の
志
を
曲
げ
ず
に
、

き
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
か
ら
言
え
ば
、

岡
村
氏
の
見
解
も
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
に
お
い
て
賛
同
し
か
ね
る
。
改
め
て
『
詩
経
』
召
南
「
甘
業
」
篇
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で

し
か
し
岡
村
氏
は
「
懇
」

あ
る
。

字
の
源
流
を
踏
ま
え
て
お
ら
ず
、

蔽
十
一
巾
甘
業

石勿
{告議
所 勿
変|伐

蔽
北
巾
甘
業

召勿
イ自 議
所勿
憩、@敗

蔽
十
市
甘
業

蔽
十
一
巾
た
る
甘
栄

召委主
伯る
の 勿

笈Fれ

t令
所あ

れ

召薮蔽
{自る市
の勿た
憩、@れる

い 向かそ甘

ん ;ミニ業
日rr う

勿
れ

蔽
十
一
巾
た
る
甘
業



召勿
伯蕩
所勿
説|拝

召霧
伯る
の 勿
説iとれ
ま

拝2
り

む
しザ

所あ
れ

本
詩
に
付
さ
れ
た
小
序
に
、

「
甘
業
、

美
召
伯
品
。

召
伯
之
教
、

召
伯
の
敷
い
た
善
政
を
称
え
た
も

「
甘
業
」
篇
の
第
一
章
が
引
用
さ
れ
、
「
思
英
人
、
猶
愛
其
樹
、

明
於
南
国
」

と
あ
る
よ
う
に
、

の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
定
公
九
年
の
伝
に
は
、

況
用

主
〈
道
市
不
他
其
人
乎
。

子
然
無
以
勤
能
失
」

と
あ
り
、

播
岳
は

「
馬
、
計
督
諒

。コ
[1コ
で

「
思
人
愛
樹
、

甘
業
勿
一
期
」

と
述
べ
る
よ
う

γ
」

、

「
甘
業
」
篇
は
古
く
よ
り
そ
の
善
政
を
称
え
る
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
第
一
章
の

変

以
下
に
注
さ
れ
た
鄭
築
に
は
、

「
茨
、
草
舎
也
。

不
重
煩
労
百
姓
、

』二
& 

来

之
下

市
聴
断
駕
。

国
人
被
其
徳
、

召
伯
聴
男
女
之
訟
、

説
其
化
、
思
其
人
、
敬
英
樹
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
「
憩
」
字
に
対
し
て
毛
伝
が

そ
れ
は
単
な
る
休
息
の
義
と
し
て
ば
か
り
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
鄭
玄
は
、
召
他
が
「
小
栄
」

「
{
忠
山
也
」

と
注
し
て
い

る
と
は
言
え
、

の
も
と
に
、

そ
の
身

を
寄
せ
て
善
政
を
敷
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
時
代
を
降
れ
ば
、

初
唐
の
賂
賓
王
の

「
至
分
険

詩
に
次

の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

@
 

憩
業
疑
勿
前
刀

@
 

懇
業
疑
う
ら
く
は
努
る
勿
か
れ

以
ω

曳
葛
似
検
事
謬

曳
葛
穆
を
挙
ず
る
に
似
た
り

至
今
王
化
美

ω
∞
非
独
在
隆
周

今
王
化
の
美
に
至
り

独
り
隆
周
に
在
る
に
非
ず

(
全
八
句
)

陶
掛
明
の
「
息
」
{
子
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神
)

七
真
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「
憩
業
」

て
み
れ
ば
、

O 

八
頁

は
善
政
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
由
阿
作
」

詩
の
用
例
を
考
え

改
め
て
淵
明
の

そ
の
賓
語
に
当
た
る

「
通
街
」

と
の
関
係
に
お
い
て
、

「
鵡
ご
{
子
が

「
件
口
業
」
篇
に
由
来
す
る
善
政
や
執
政
、
或
い
は
仕

官
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
な
い
し
語
感
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
淵
明
は
更
に
ま
た

「
帰
鳥
」
詩
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
う
た
っ

て
い
る
。翼

翼
帰
鳥

mu
農
去
子
林

04 
近遠
態、@之
雲八
写表

和
風
弗
沿

M
W
翻
繍
求
心

顧
儀
相
鳴

ωω

景
庇
清
陰

翼
翼
た
る
帰
鳥

日
震
に
林
よ
り
去
る

近遠
くく
はは
雲八
塁手 表
lこに
憩、@之
うき

和
風
沿
ね
か
ら
ざ
れ
ば

翻
を
織
し
て
心
に
求
む

清{毒
陰に
に顧
景Tみ
れ て
庇祁
わい
れ鳴
んき
と
す

(
第
一
章
)

王
叔
根
氏
は
第
三
句
、

四
匂
に
対
し
て
、

「
『
八
表
同
氏
田
』
陶
公
本
有
遠
志
、

察
関
思
遠
者
調
。
』
与
比

雑
詩
之
五
、

『
猛
士
山
逸
四
海
、

『
遠
之
八
表
』
同
意
。
『
近
憩
倍
一
試
写
』
喰
暫
為
薄
宣
耳
ゴ

と
述
べ
て
お
り
、

「
清
一
去
史
つ
」

か
つ
て
政
界
に
身
を
置

淵
明
の
う
た
う

を

用
い
て
い
る
点
、

い
た
時
の
こ
と
を
喰
え
た
も
の
と
す
る
。
淵
明
が

ま
た
、

「甜
U

」
{
子
が

「
甘
業
」

篇
に
基
づ
き
執
政
や
善
政
を
敷
く
も
の
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
由
何
作
」
詩
に
お
い
て
政
界
に
身
を
置
く
こ
と
に

「
甜
い
」
{
子
を



な
ら
ば
、

「
帰
鳥
」

詩
に
お
け
る

「
恕
」
字
も
ま
た
単
な
る
休
息
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

王
叔
侭
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、

な
お
、

鍾
京
鐸
氏
の
解
釈
に
至
っ
て

の
で
あ
ろ
う
。
仕
官
し
政
界
に
身
を
置
い
た
時
を
想
起
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

改
め
て
言
え
ば

は
、
本
句
に
対
し
て
よ
り
直
接
的
に
『
詩
経
』
「
甘
業
」
篇
を
引
い
て
い
る
こ
さ

「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
治
同
作
」

詩
に
お
い
て

と
う
た
っ
て
政
界
に
身
を
投
ず
る
も
の
と
す
る
思
考
の

「
態
通
衡
」

話器

明
σ〉

「
憩
」
字
を
取
り
上
げ
て
、

仕
官
に
対
す
る

税
源
に
は
、
『
詩
経
』
「
官
業
」
篇
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

「
甘
さ
」

少
な
く
と
も
自
己
の
本
性
を
曲
げ
て
ま
で
、

「
態
」
、
す
な
わ
ち
仕
官
し
て
い
る
と

な
ど
と
断
定
す
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
。同

じ
句
の

「
宛
轡
」
が
ハ
曾
集
本
ミ
や
汲
古
賂
本
二
∞
、

李
公
燥
本
語

M

{

)

と
い
っ

湯
漢
本
二
宮
、

た
版
本
で

「
腕
恋
」

い
う
こ
と
を
先
ず
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

句
全
体
の
意
味
が
大
い
に
異
な
る
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
、

に
作
っ
て
い
る
の
は
、

治
明
が
仕
官
す
る
と
い
う
こ

待
ち
焦
が
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
は
、

と
を
、

「
憩
」
字
の
理
解
に
お
い
て
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

次

「
影
答
形
」
詩
に
お
け
る
用
例
を
見
て
い
き
た
い
。

与
子
相
遇
来

06 
憩、@未
蔭嘗
若異
暫 悲
~悦

ω
∞
止
日
終
不
別

「
子
」

lま

「
形
」
、

「
憩
」
字
の
下
に

と
あ
る
よ
う
に

て
お
り
、

子
と
柑
い
遇
い
て
よ
り
来

未
だ
嘗
て
悲
悦
を
異
に
せ
ず

@
 

蔭
に
憩
え
ば
暫
く
黍
る
る
が
若
く
な
る
も

日
に
止
ま
れ
ば
終
に
別
れ
ず

(
全
十
六
句
)

す
な
わ
ち
肉
体
を
指
し
て
い
る
。

そ
の
対
偶
に
あ
る

「
止
」
字
と
似
た
義
で
う
た
わ
れ

こ
こ
で
の

「
甜
ご
{
子
は
、

「斬回」

「
憩
蔭
」

を
暫
時
の
別
れ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

了
福
保
が

身
憩
息
於

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
憩
」
{
子
に
つ
い
て
(
宇
賀
神
)

九
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

蔭
下
、

則
影
不
能
現
、

に
見
た
よ
う
な

次

「
際
情
賦
」

尤
蔓
草
之
為
会

論
郁
南
之
余
歌

憩、@坦
遥万
情慮
於以
八存
還誠

第
三
十
二
号

O 

一
O
頁

故
影
与
形
為
暫
別

J

と
述
べ
る
の
が
要
を
得
た
説
明
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
例
に
は
必
ず
し
も
先
の
例

「
甘
業
」
篇
に
由
来
す
る
政
治
、

任
官
と
い
っ
た
語
感
は
窺
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

の
末
尾
で
は
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

蔓
草
。〉
」合、

コス

を
為
す
を
尤ぷ
め
て

郡
南
の
余
歌
を
論
ぜ
ん

や
す

万
慮
を
坦
ら
げ
て
以
て
誠
を
存
し

@
 

遥
情
を
八
還
に
憩
わ
し
め
ん

(
全
百
二
十
二
句
)

「
迄
情
」

は
果
て
し
な
い
感
情
で
あ
り
、

「
憩
」
字
が
用
い

モ
チ
ー
フ
と
し
て
、

ら
れ
て
い
る
。

「
遊
斜
川
」

に
も
「
中
傍
縦
遥
情
、

忘
彼
千
載
憂
」

「
関
情
賦
」

(
第
九
聯
)

と
見
え
る
。

。コ

こ
こ
で
は
美
女
を
恋
い
慕
う
、
感
情
を
い
い
、

そ
れ
を
最
果
て
の
地
に
あ
ず
け
、
鎮
め
る
こ
と
に

こ
の
例
も
ま
た
政
治
や
仕
官
と
い
っ
た
語
、
感
は
見
え
な
い
が
、

に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
よ

し
ば
ら
く
は
鎮
め
ら
れ
た
慕
情
も
ま
た
わ
き
起
こ
る
も

っ
て
、

の
で
あ
れ
ば
、
暫
時
的
な
動
作
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
影
答
形
」
詩
の
例
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

「蔭」

淵
明
の

「
慈
」
字
は
、

影
と
体
の
一
時
的
な
別
れ
を
う
た
っ
た

「
い
こ
い
」

そ
の
動
作
の
場
所
と
し
て
、

し
ば
し
政
界
に
身
を
置
く
際
に
用
い
ら
れ
、

一
過
性
、
暫
時
的
な

と
し
て
用
い
る
傾
向
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
意
味
に
お
い
て
、

彼
に
と
っ
て

「
憩
」
{
子
は
必
ず
し
も
本
来
定
在
す
べ
き
所
で

え
て
い
き
た
い
。

は
な
い
場
所
に
一
時
の
間
、
身
を
寄
せ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
次
に
淵
明
の

「
怠
」
字
に
つ
い
て
考



三
、
淵
明
の

「
息
」
字
に
つ
い
て

淵
明
詩
文
に
お
け
る

「
息
」
字
は
都
合
十
五
例
を
数
え
る
が
ほ
、

そ
の
中
に
は

異
な
り
、
官
界
を
拒
否
す
る
よ
う
な
用
い
方
を
す
る
例
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。

藷帰
息、@去

交来
以小人 J

絶
遊

世
与
我
市
棺
遺

復
駕
言
今
駕
求

悦
親
戚
之
情
話

楽
琴
書
以
消
憂

農
人
告
余
以
春
及

将
有
事
於
西
隣

「
帰
去
来
今
辞
」

世
と
の
交
際
を
絶
っ
て
、

帰
り
な
ん
い
ざ

@
 

請
う
交
り
を
怠
め
て
以
て
遊
を
絶
た
ん

世
と
我
と
は
而
る
に
相
い
遺
う

復
た
駕
し
て
言
に
鷲
を
か
求
め
ん

親
戚
の
情
話
を
悦
び

京
f

童
日
を
楽
し
み
以
て
憂
い
を
消
さ
ん

農
人
余
に
告
ぐ
る
に
以
て
春
の
及
べ
る
を
以
て
し

将
に
西
十
時
に
事
有
ら
ん
と
す

に
お
け
る
「
怠
」
字
は
、

官
界
か
ら
逃
れ
る
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
。

「
憩
」
{
子
が
執
政
や
仕
害
す
る
際
に
用
い
る
の
と
は

「
憩
」
字
の
仕
官
す
る
こ
と
に
用
い
る
も
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

(
「
帰
去
来
分
辞
」
)

こ
れ
は
次
に
掲
げ
る
用
例
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

ヱ
父
」
、

す
な
わ
ち
俗

陶
淵
明
の
「
患
」
{
子
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

頁
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@
 

怠
交
逝
閑
臥

以
w

坐
起
弄
書
琴

園
競
有
余
滋

ω
∞
侶
穀
猶
儲
今

傾
身
営
一
一
飽

ω
∞
少
許
使
有
絵

10 
患、e恐

駕止ヒ
リ需 要ド
関名
居計

02 
駆時関
役!敦居
無不執
停可蕩
息、@稽志

M
W

軒
裳
逝
東
崖

「
和
郭
主
簿

交
」
と
す
る
。

O 

坐交
起り
しを
て息、@

書め
琴て
を!鶏
弄 i玖
点二 lこ

逝
き

題

疏

余

滋

有

り

旧

穀

猶

お

今

に

儲

う

身
を
傾
け
て
一
飽
を
営
ま
ば

少
許
に
し
て
使
ち
鈴
存
り

此
れ
名
計
に
非
ざ
る
を
恐
れ

@
 

駕
を
怠
わ
し
め
て
閑
居
に
帰
す

役時間
に験居
駆せし
らてて
れ稽蕩
てむ志
停べを
息、@か執

無らり
くず

軒

裳

東

崖

に

逝

く

「
飲
、
酒
」

「
息
駕
」

の

「
一
駕
」
字
は

俗
世
と
の
交
渉
を
絶
ち
、
隠
棲
に
遊
ぶ
中
で
う
た
わ
れ
て
お
り
、

「
飲
、
個
」
其
九
で
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

「
帰
去
来
今
辞
」

(
「
雑
詩
」
其
十
、

と
同
じ
よ
う
に

「
白
山

其
一
は
、其

十
の

(
「
和
郭
主
簿
」

茸:

頁

全
十
八
勾
)

(
「
飲
酒
」
其
十
、

全
十
句
)

全
十
四
匂
)



付
打
轡
誠
可
学

轡
を
粁
ぐ
る
は
誠
に
学
ぶ
べ
き
も

は
違
己
一
語
非
迷

己
に
違
え
ば
一
語
ぞ
迷
い
に
非
ず

立
共
歓
此
飲

且
く
共
に
此
の
飲
を
歓
ば
ん

ぱ
山
五
口
駕
不
可
回

吾
が
駕

回
ら
す
べ
か
ら
ず

(
八
五
十
六
匂
)

老
人
が
淵
明
に
仕
官
す
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
に
尋
ね
て
来
て
、

端
明
は
そ
れ
に
対
し
て

「
五
旦
駕
不
可
回
」

と
う
た
っ
て
拒
否
し
て

い
る
。
第
十
三
句
に
仕
官
す
る
こ
と
を

「
粁
轡
」

と
う
た
い
、

そ
の
対
偶
に

「
ヰ
珪
己
」

と
う
た
っ
て
い
る
の
が
、

仕
官
を
拒
否
す
る
理

由
で
あ
る
。
一「

、ニ企L

1喜
一寸

しー
しーー

と
い
う
の
は

「
帰
去
来
今
辞
」

の
序
に
、

「
鱗
凍
錐
切
、
違
己
交
病
」

と
見
え
る
。

つ
ま
り
淵
明
に
と
っ
て
官
界

に
身
を
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

精
神
と
肉
体
を
病
ま
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、

「
吾
駕
不

可
回
」

と
う
た
っ
て
お
り
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば

「
飲
酒
」
其
十
に
お
け
る

了
間
U

駕」

と
は
、

よ
り
直
接
的
に
は
車
を
休
め
る
こ
と
を
指

し
て
い
る
が
、

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
精
神
と
肉
体
の

「
い
こ
い
」

の
た
め
で
あ
り
、

生
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
官
界
と
い
う
場
所
を
避

け
る
意
味
を
込
め
て

「
白
山
」
字
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
雑
詩
」
其
十
の

淵
明
が
政
界
に
身
を
置
い
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し
つ
つ
、

「
い
こ
い
」
得
ぬ
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
怠
」
字
は
、

そ
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、

ム
寸
寺
一
こ
り

g
f
t
/
円

H
H
7
J
i
1

と
も「

憩
」
{
子
と

「
息
」
字
と
は
、

類
義
し
た
文
字
で
あ
る
が
、

そ
の

「
い
こ
い
」

の
場
所
に
あ
っ
て
は
相
違
し
て
い
る
。
制
明
に
お
け

る

「
息
」
字
と
は
、

彼
に
と
っ
て
生
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
官
界
な
ど
を
、

そ
の
定
在
す
る
場
所
と
認
め
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、

寧
ろ
反
対
に
生
命
の
危
う
さ
を
避
け
る
意
味
を
苧
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
は
隠
棲
生
活
を
営
む
中
で
う
た
わ
れ
て
い
る

「
息
」
字
の
例
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

「
時
運

J

詩
で
は
、

朝
に
夕
べ
に
ゆ

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
懇
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神
)

頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
二
号

O 

っ
た
り
と
休
息
を
取
る
こ
と
に
用
い
、

「
庚
戊
歳
九
月
中
於
沼
田
穫
早
稲

J

詩
で
は
、
農
作
業
を
終
え
て
、

一
四
真

「
政
大
卯
歳
始
春
懐
古
田
舎
」
其
二
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

酒
を
飲
み
つ
つ
休
息
を

取
る
こ
と
に
用
い
て
い
る
。

先
師
有
遺
部

M
U

憂
道
不
憂
公
民

際
望
法
難
逮

似
転
欲
心
長
勤

乗
来
歓
待
務

M
W

解
顔
勧
農
人

平
時
交
遠
風

ω
∞
良
苗
亦
懐
新

雄
未
量
歳
功

10 
耕即
種事
有多
時所
患、@欣

ロ
行
者
無
間
津

日
入
相
与
帰

は
士
軍
楽
労
近
郷

長
吟
掩
柴
門

こ
こ
で
は
特
に

先

師

遺

訓

有

り

道
を
憂
い
て
貧
を
憂
え
ざ
れ
と

権
望
す
る
も
遜
か
に
逮
び
難
く

転
た
心
は
長
勤
を
欲
す

来
を
乗
り
て
時
務
を
歓
ぶ

顔
を
解
き
て
農
人
に
勧
む

平

時

遠

風

交

わ

り

良

苗

亦

た

新

を

懐

う

未
だ
歳
功
を
量
ら
ず
と
雄
も

耕 民P
種事

時欣
有ぶ
り所
て 多
息、@し

行
者
津
を
問
う
無
し

日

入
り
て
棺
い
与
に
帰
り

査
疑
も
て
近
郊
を
労
う

長
吟
し
て
柴
内
を
掩
ざ
し



ば
山
聯
為
様
畝
民

本
詩
の
第
二
句
で
は
、

十
一
句
の

「
時
怠
」

踏
ま
え
て
い
る
。

無
関
津
者
」

籾
か
臨
畝
の
民
と
為
ら
ん

(
「
球
大
卯
歳
始
春
懐
古
田
舎
」
其
二
)

三
柵
語
』
衛
霊
公
篇
の
一
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、

そ
れ
に
反
論
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

第

の
対
に
置
か
れ
る

「
問
津
」

を

は
、
『
論
語
』
微
子
篇
の

「
長
泡
舛
木
溺
橋
市
耕
。

使
子
路
問
津
鷲
」

孔
子
過
之
、

本
詩
の

「
間
津
」

一
海
知
義
氏
は
「
飲
、
娼
」

「佐

E
京

2
一

回
目
制
わ
U

寸
イ
B

L

1
叶
J
h
v

一一一一
hu
」

。コ

「
後
遂

「
不
見
所
開
津
」

其
二
十
の

に
つ
い
て
、

シ)

「
こ
の

『
無
関
津
』
と
い
う
語
は
、

さ
き
の
こ
例
と
同
じ
く
『
求
道
の
士
』
が
い
な
い
と
い
う
意
味

と
を
比
較
し
つ
つ
、

孔
子
に
対
す
る
邦
検
の
よ
う
に
読
め
る
。
す
な
わ
ち
孔
子
の
よ
う
に
う
る
さ
く
道
を

尋
ね
る
者
は
い
な
い
、

に
も
解
せ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

と
推
し
て
い
る
。

を
寄
せ
る
こ
と
に

し
か
し

コh
T
」十」山

1
l
l
 

そ
う
い
う
煩
わ
し
さ
が
な
い

と
い
う
意
味
で
は
な
い
か

J

こ
の
点
と
淵
明
が
官
界
に
身

「
憩
」
字
を
用
い
て
い
る
点
を
併
せ
て
考
え
て
み
る
と
、

隠
棲
者
の

し1

そ
の
儒
家
的
な
煩
わ
し
さ
か
ら
逃
れ
た
、

さ
て
、

と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

「風」

こ
の
静
寂
さ
を
含
む

こ
い
」

る
も
の
で
あ
る
。

世
短
意
常
多

mw
斯
人
楽
久
生

日
月
依
辰
至

04 
露挙
譲 俗
喧愛
風其
患、@名

こ
こ
で
の

「
息
」
字
は
静
寂
さ
と
い
っ
た
語
、
感
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
怠
」
字
の
例
は
、
次
に
掲
げ
る

を
主
語
と
す
る
例
と
も
相
連
な

「
九
日
関
居
」
詩
に
お
い
て

斯世
の 短
人く
，日

久二
ノコ 市

三心返
すし

日
月

辰
に
依
り
て
至
る

露俗
凄 を
と挙
しげ
てて
臨其
)誌の
患、@名

みを
:工L

d<.:. 

す

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神
)

ヨZ
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
二
号

M

∞
気
激
天
象
明

往
燕
無
遺
影

ωω
来
雁
有
絵
声

潜
能
一
松
否
慮

ω
菊
解
制
類
齢

如
何
蓬
慮
土

ロ
空
視
時
運
傾

塵
爵
恥
虚
器

は
寒
華
徒
自
栄

数
襟
独
関
一
詰

vm
緬
駕
起
深
情

棲
遅
毘
多
娯

は
掩
一
山
田
宣
無
成

O 

気
激
み
て
天
象
明
か
な
り

往
諸E

遺
影
無
く

来

雁

絵

声

有

り

菊酒
はは
解ょ能

くく
類百
齢慮
を を
制献
すい

如
何
ん
ぞ

蓬
濯
の
士

空
し
く
時
運
の
傾
く
を
視
る
や

た
る

塵

爵

虚

し

き

曇

を

恥

じ

寒

華

徒

ら

に

自

ら

栄

ゆ

襟
を
数
め
て
独
り
関
か
に
謡
え
ば

緬
駕
と
し
て
深
き
情
起
こ
る

棲
遅

国
よ
り
娯
し
み
多
く

流

留

宣

に

成

る

無

か

ら

ん

や

「
喧
風
」

本
詩
で
は
重
楊
の
節
句
に
お
い
て
、

と
い
う
緩
か
な
風
が
止
ん
だ
こ
と
に

「
露
凄
喧
風
怠
」

「
白
山
」
字
を
用
い
て
い
る
。
第
十
五
句
に
、
襟

の
句
が
淵
明
の
静
か
な
心
象
風
景
を
表

を
あ
わ
せ
て
独
り
静
か
に
詠
ず
る
、

と
う
た
っ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、

「
庚
子
歳
五
月
中
従
都
還
組
風
子
規
林
」
詩
其
二
で
は
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い

る。 し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
方
で

一
六
頁



自
古
歎
行
役

位
我
今
始
知
之

山
川
一
何
畷

似
巽
攻
難
与
期

06 
長崩
風浪
無話
恵、@天
時響

久
波
恋
所
生

ω
∞
如
何
掩
在
葱

静
念
園
林
好

10 
人
間
良

可
辞

当
年
詑
有
幾

ロ
縦
心
復
何
疑

古
よ
り
行
役
を
歎
ず
る
も

我

今

始

め

て

之

を

知

る

一
に
何
ぞ
頗
し
き

巽山
攻)11 

与

期
し
難
し

崩
浪

恵、@天
むに
E寺括
無し
しく

響
き

長
嵐

久
し
く
波
び
て
所
生
を
恋
う

如
何
ん
ぞ
掩
ま
り
て
弦
に
在
る

静
か
に
念
う
密
林
の
好
き
を

人

間

良

に

辞

ず

べ

し

当
年
詑
ぞ
幾
ば
く
も
有
ら
ん
や

心
を
縦
に
し
て
復
た
何
を
か
疑
わ
ん

響
き
渡
り
、

本
詩
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
は
公
務
の
厳
し
さ
で
あ
り
、

「
一
長
風
無
息
時
」

俗
世
を
辞
す
る
決
意
を
う
た
っ
て
い
る
。

の
句
は
、

公
務
に
身
を
寄
せ
る
中
で
、

そ
し
て
し
き
り
に
暴
風
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

た
わ
れ
る

己
の
身
を
置
く
べ
き
場
所
で
あ
る
田
麗
を
お
も
い
、

の
句
と
、

「
九
日
間
関
居
」

詩
に
お
け
る

「
露
凄
綜
一
風
怠
」

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

大
波
が
荒
れ
狂
い
、

そ
の
波
の
音
は
天
に
ま
で

と
う
た
っ
て
い
る
。

第
七
句
以
下
で
は
、

「
長
風
無
怠
時
」

白
凶

公
務
の
厳
し
い
現
実
を
背
景
と
し
て
う

そ
の
対
比
に
お
い
て
、

「
九
日
隠
居
」

一
七
頁



筑
波
中
短
文
化
論
議
第
三
十
二
号

詩
で
う
た
わ
れ
る

そ
れ
で
は
最
後
に

02 
恵、@翻
我閥
庭飛
科鳥

数
繭
間
止

川
明
好
士
戸
相
和

宣
無
他
人

M

∞
念
子
実
多

願
言
不
獲

ωω

抱
恨
如
何

ーー寸

{亭
各三F
ZとS主

しー一

O 

一
八
頁

「
縮
一
風
息
」

と
い
う
の
は
、
隠
棲
生
活
を
獲
得
す
る
こ
と
よ
っ
て
得
ら
れ
た
静
け
さ
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

ァ
停
一
信
一
首
」
詩
の

「
息
」
字
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
考
察
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

我閥
カがミ 肩閥羽
庭た
のる
柄飛
lにこ j 
患息、@ 

フ

協
を
数
め
て
関
止
に

好
声

相
い
和
す

査
に
他
人
に
無
か
ら
ん
や

瀬古子
うを
も念
言2う
獲こ
ずと

実

:メ(?
三〉ノ

し

恨
み
を
抱
く
こ
と
如
何

(
第
四
章
)

詩
の
表
現
は
、

人
間
世
界
の
こ
と
に
つ
い
て
、
自
然
物
を
通
し
て
象
徴
的
に
う
た
う
興
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言

「
あ
る
主
題
を
歌
う
に
さ
き
だ
ち
、

歌
わ
ん
と
す
る
主
題
と
似
た
現
象
を
、

自
然
の
中
に
見
い
だ
し
、

そ
れ

吉
川
幸
次
郎
氏
が

で
あ
る

え
る
。

そ
れ
が

と
す
る
の
に
従
え
ば
、

第
五
句
以
降
に
う
た
わ
れ
る
も
の
が
主
題
に
当
た

『

臨

(

』

に
よ
っ
て
歌
い
お
こ
す
技
法
、

を
指
し
て
い
る
も
の

「
子
」

り
、
第
六
句
に
う
た
わ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

「
主
題
と
似
た
現
象
」

「
飛
鳥
」

第
一
匂
の

と
は
、

と
い
う
点
に
お
い
て
、

第
一
句
の

「

m
M
u
m
M
U
-

-
日
嗣
叩
山
一
ロ
納
川
」

「
擬
十
日
」
其
三
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

斗
t

小、



m
M
H
m
M
μ
C
H
T

い
校
一
七
、

日
抑
制
百
初
ヰ
オ
斗
沖
謂
川

M

∞
双
双
入
我
慮

先
巣
故
尚
在

ω
山
相
将
還
旧
居

自
従
分
別
来

同
門
庭
日
荒
蕪

我
心
回
匪
石

ロ
君
情
定
何
如

「
擬
古
」

閥

脇
た

新
来
の
燕

双
双
と
し
て
我
が
麗
に
入
る

先

巣

故

尚

お

在

り

相
い
将
い
て
旧
居
に
還
る

分
別
し
て
よ
り
来

~~ 
庭

日
び
に
荒
蕪
す

我

IL、

呂
よ
り
石
に
陸
ず

君
が
情

定
し
て
何
如

(
全
十
二
句
)

其
三
に
お
い
て
、
第
五
匂
か
ら
八
句
で
は
、
古
巣
に
も
と
も
と
棲
ん
で
い
た
燕
が
、

き
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
第
九
匂
以
下
に
お
い
て
、
友
人
と
の
別
れ
、

白
出

新
た
な
仲
間
を
引
き
連
れ
て
一
戻
っ
て

そ
し
て
『
詩
経
』
都
風
の

「
始
舟
ゴ
篇
を
引
い
て
、

「君」

に
つ
い
て
、

己
の
揺
る
ぎ
な
い
志
を
示
し
、

「
君
」
が
宋
朝
に
仕

い
つ
ま
で
も
帰
っ
て
こ
な
い
友
人
に
そ
の
心
情
を
問
い
か
け
て
い
る
。

詩
の
末
尾
に
う
た
わ
れ
る

古
直
は

「
其
故
人
如
顔
延
之
等
、
勉
事
新
割
引
者
尚
多
、

故
日
『
君
情
定
何
如
♂
∞
』
」

;... 

述
f¥  

え
た
顔
延
之
ら
知
友
を
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た

「
息
」
字
に
お
い
て
、

そ
の
多
く
が
政
界
を
拒
否
す
る
よ
う
な
語
感
を
伴
っ
て
い
る
点
と
、

4ヨ~
=ξ  

詩
と
類

似
し
た
表
現
が
取
ら
れ
た

猟
明
の
親
友
で
あ
る

「
子
三
」
が
官
界
か
ら
本
来
あ
る
べ
き
所
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
も
の
と
考
え

「
怠
」
字
は
、

ら
れ
る
。
淵
明
は

れ
る

「
擬
古
」

「
君
」

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、

「
停
雲
」

詩
に
う
た
わ

主
(
三
の

に
対
す
る
古
直
の
指
摘
、

ー-，

{亭
ヨ?
= 
しーー

詩
の
中
で
、

「
飛
鳥
」

に
官
界
に
身
を
寄
せ
て
い
る
殺
友
を
見
出
し
、

そ
う
い
っ
た
俗
世
を
拒
否
し
て

陶
淵
明
の
「
怠
」
字
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

一
九
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
三
十
二
号

ニ
O
一
三

二

O
頁

「

湖

付

mMμ

一

-
お
抑
制
日
加
物
」

と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
場
所
、

ず
っ
と
定
在
す
べ
き
地
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で
、

「
息
」
{
子
を
用
い
て
い
る
の
で
あ

る。
お
わ
り
に

本
稿
は
淵
明
詩
文
に
お
け
る

「憩
U

」
{
子
と

「
息
」
字
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

淵
明
の

「
甜
い
」

字
は
、

仕
官
す
る
こ
と
に
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、

そ
の

「
い
こ
い
」

は
、
暫
時
的
で
あ
る
と
い
う
点
が
看
取
さ
れ
、

本
来
定
在
す
べ
き
で
な
い
場
所
に
し
ば

し
身
を
寄
せ
る
際
に
用
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
で
、

「
怠
」
字
は
、

官
界
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
を

傷
め
か
ね
な
い
危
う
さ
を
避
け
て
用
い
て
い
る
こ
と
、

本
来
在
る
べ
き
場
所
に
身
を
寄
せ
て
い
る
時
に

「
白
山
」
{
子
を
用
い
て
い
る
こ
と
、

そ
の
語
感
に
は
、
静
け
さ
を
内
包
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
淵
明
詩
文
に
お
け
る
両
字
は
、

そ
の

「
い
こ
い
」

の
場
に
あ
っ
て
は
相
違
し
て
お
り
、

決
し
て
混
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
結
論
か
ら

「
帰
去
来
今
辞
」

。〉

「
態
」
字
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
改
め
て
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

• 

策
扶
老
以
流
態

• 

扶
老
を
策
き
て
以
て
流
憩
す

時
矯
首
市
選
観

時
に
首
を
矯
げ
て
市
し
て
湿
観
す

「
帰
去
来
今
辞
」

に
お
け
る

「
憩
」
字
も
他
の
用
例
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

ま
ず
こ
の

「
い
こ
い
」

は
ゆ
っ
た
り
と
、

ず
っ
と
身
を
落
ち
着
け
る
も
の
で
は
な
く
、

暫
時
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

「流」

と
い

h

つ

「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
歩
き
回
」

る
動



作
の
中
で
、

暫
時
的
に
身
を
止
め
る
と
い
う
こ
と
に
、

「
甜
ご

字
を
用
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

本
来
定
住
す
べ
き
で

な
い
一
政
に
身
を
寄
せ
る
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、

今
後
の
展
望
と
し
て

態

山
川
の
遊
、
び
も
ま
た
、

字
の
区
別
が
謝
霊
運
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
の
か
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

通
時
代
的
な
考

一
時
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

字
と

自
'lJ" 

察
を
通
し
て
、

詩
人
ご
と
の

字
と

「
態
」
{
子
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
明
ら
か
に
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

「
白
川
)
」

* ト4

底
本
に
は
陶
樹
『
靖
節
先
生
集
』
(
西
部
備
要
本
)

を
用
い
、

必
要
に
応
じ
て
諸
版
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

〉十

t.'V 

『
陶
淵
明
集
訳
注
』
文
津
出
版
社
、

一
九
九
呂
年

待

。コ

ヱ
附
淵
明
集
訳
注
』
吉
林
文
史
出
版
社
、

九
九
ノ¥

年

持

品

一
海
知
義
『
掲
出
明
』
(
世
界
古
典
文
学
全
集
・
二
五
)
筑
摩
書
房

一
九
六
八
年

持。1

吋
陶
淵
明
全
釈
』
明
治
書
院
、

二

O
O
一
年

持。

『
文
選
』

一
九
七
七
年
を
用
い

五
庄
注
の
引
用
に
当
た
っ
て

及
び
李
善
注
な
ど
は
胡
克
本
『
文
選
』
中
華
書
局

の
引
用
に
当
た
っ
て
本
文

は
、
『
日
本
足
利
学
校
蔵
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』
人
民
文
学
出
版
社
、

二
O
O
八
年
を
用
い
た
。

* 』司

『
説
文
解
字
』
及
び
段
玉
裁
の
注
文
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
『
説
文
解
字
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
を
用
い
た
。

〉十

∞ 

『
宋
本
玉
篇
』
中
国
書
居
、

一
九
八
三
年

日・

CD 

『
広
雅
疏
証
』
王
念
孫
著

一
九
八
三
年

鐘
宇
訊
点
校

中
華
書
局

也
可

H

C

『
詩
経
要
籍
集
成
』
中
国
詩
経
学
会
編
、
学
苑
出
版
社

二
O
O
二
年

時

-
H
H

「
陶
淵
明
の
ヲ
呉
』
に
つ
い
て
i

i
淵
明
の
思
想
と
そ
の
周
辺
|
|
」
、
『
東
方
学
報
』
三
三
号
、

一
九
六
三
年
五
月

後
に
『
貌
普
思
想
史
研

究
』
岩
波
書
居
、

二
O
O
五
年
に
所
収
。

陶
淵
明
の
「
息
」
字
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
神

頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
三
十
二
号

O 

也
可

H
N

『
陶
淵
明
l

l
世
俗
と
超
俗
l

l
』

(
Z
Z同
ブ
ッ
ク
ス
)

一
九
七
四
年

日
本
放
送
出
版
協
会

4
f
H
ω
 

『
潜
岳
集
校
注
・
修
訂
版
』
董
志
庵

二

O
O
五
年

天
津
古
籍
出
版
社
、

持
H
h
H

『
賂
臨
海
集
袋
注
』
陳
照
音
築
注
、

一
九
六
一
年

中
華
書
局

ι
f
H
m
 

『
陶
淵
明
詩
築
証
稿
』
芸
文
印
書
館

一
九
七
五
年

V
背

{

小

『
陶
淵
明
詩
註
釈
』
学
海
出
版
社
、

二

O
O
五
年

-
時
同
斗

続
士
口
逸
叢
書
所
収
の

『
陶
淵
明
詩
』
に
拠
っ
た
。

時

-
H

∞
汲
古
関
蔵
本
『
陶
淵
明
集
』
中
華
再
造
善
本
に
拠
っ
た
。

ι可

H
C

続
修
沼
産
全
書
所
収
の

吋
陶
靖
節
先
生
詩
注
』
に
拠
っ
た
。

也
可

N
C

四
部
議
刊
所
収
の

吋
築
注
陶
猟
明
集
』
に
拠
っ
た
。

時
∞
一
戸

『
陶
淵
明
詩
築
』
芸
文
印
書
館

一
九
六
四
年

骨一

M
M

「
擬
古
」
其
七
や

は
名
詞
的
で
あ
り

字
と
の
直
接
の
比
較
対
象
と
は
し
難
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
考
察
の
対
象
か

「
聯
句
」
、

「
停
壁
土
詩
の
序
文
に
見
ら
れ
る

「
歎
息
」

段
玉
裁
は

「
引
伸
之
義
行
市
鼻
息
之
義
廃
失
」

と
し
て
お
り

「
甜
い
」

ら
外
す
こ
と
と
す
る
。

二
二
頁

「
怠
」
字
の
原
義
の
呼
吸
に
近
い
意
味
で
あ
る
。

骨一
N
い
W

「
時
運
」

「
斯
農
斯
夕
、

@
 

言
息
其
躍
。
花
薬
分
列
、
林
竹
政
調
如
」

詩
の
第
四
章
で
は
第
一
匂
か
ら
四
匂
で
は

な
に
静
か
な
時
間
の
中
で

「
い
:
い
」

を
為
し
て
い
る
。

ゆ
っ
た
り
と

止
官
一

M
h
H

「
庚
戊
歳
九
月
中
於
西
田
穫
早
稲
」
詩
の
第
十
五
匂
で

庶
無
異
患
子
。

「
四
体
誠
乃
疲

口
同

R
q
0

4
小
;
日
Hν

但
願
常
如
此

旧
約
耕
非
所
歎
」

(
全
二
十
句
)

と
あ
る
よ
う
に
、
農
作
業
を
終
え
て
軒
下
に

第
十
七
句
に
こ
う
い
っ
た
隠
棲
生
活
を
営
む
中
で
、
古
代
の
揺
者
で
あ
る
長
温
と
築
溺
と
心
が
通
じ
合
っ
て
い
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、

@
 

盟
濯
患
遺
下

「
い
、
」
い
」

と
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、

斗
溜
散
襟
顔
。
遥
遥
温
溺
心

較
に
タ

"J 

コ

沼
を
飲
む
際
に
用
い
て
い
る
。

千
載
乃



『
陶
淵
明
』
角
川
室
田
活

一
九
八
八
年

「
陶
猟
明
の
孔
子
批
判
」
、
『
文
学
』
巻
四
五
巻
、
岩
波
書
庖

時
…

ωω
恭一
N
A山

『
詩
経
国
風
』
(
中
国
詩
人
選
集

骨一
N
J
V

『
詩
経
』
部
風

「
柏
舟
」
篇
に
は

「
石
雄
堅
尚
可
転
、
席
雄
平
尚
可
巻
。
築
云
言
己
心
士
山
堅
平
過
於
石
席
」

り
、
毛
伝

鄭
築
に

也町∞∞

『
陶
靖
節
詩
築
』
広
文
書
局
、

骨一

M
甲

吋
停
者
一
ご
詩
の
序
文
に

{亭
吾巨手

= 

胸
淵
明
の
「
怠
」
字
と
「
憩
」
字
に
つ
い
て
(
宇
賀
ノ
神

二
上
巻
、
岩
波
書
居
、

そ
の
後
に
『
一
海
知
義
著
作
集
』

一
九
七
七
年
四
月
号
、

二
巻
、
藤
原
書
庖

「
我
心
涯
石

不
可
転
也

一
九
六
四
年

思
親
友
世
」

と
あ
る
。

一
九
五
八
年
の

我
心
匪
席

「
刀
与
・

M
W
~
-

-

h

径二一
=
R
」

第
四
五
巻
に
一
助
収
さ
れ
、

二

O
O
八
年
に
所
収
。

後
に
都
留
春
雄
・
釜
谷
武
志

を
参
照
し
た
。

不
可
巻
塩
、
威
儀
様
様
、

と
あ
る
。

不
可
選
也
」

(
全
五
章
、

第
三
章
)

と
あ

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

二
三
頁
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